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中国食文化研究の展開

-鮫子食研究への序章一

1 .はじめに

いま、世界中のどの都市でも中華料理庖が

あり、麺類などの中国食が流行している。 20

世紀は中国食文化が世界に進出した時代だと

いえよう二

こうした動向に呼応するように、中国食文

化に関する研究は、中国国内の研究者や研究

機関のみならず、国外の研究者も巻き込んで

発展してきたコとくに日本の多数の研究者が

歴史学、民俗学、考古学、文化人類学、宗教

学、植物学などの視点から中国食文化研究を

行い、大きな成果をあげてきた。本稿では、

20世紀の中国食文化に関する研究動向を概観

し、先行研究のテーマと特色を考察すること

を目的とする。その上で、典型的中国食であ

る鮫子を事例として、その起源と変遷を検討

することによって 中国食文化の一端を考察

することにする。

2. 20世紀における中国食文化研究の動向

20世紀における中国食文化研究の歴史は、

大きく三段階に区分することができるであろ

うコもっとも最大の画期は、 1949年の中華人

民共和国成立前後にあたるつなぜ、なら、これ

による中国国内の政治、経済、社会、とりわ

け政策の変化が 食文化研究の盛衰に大きな

影響を与えたからであるつ三段階を大きく見

れば第一段階が辛亥革命、日中戦争勃発およ

び内戦に直面する動乱期(1949年まで)、第

二段階が中華人民共和国成立から文化大革命

の終罵(1979年)までの激動期、第三段階が

それ以降、すなわち改革・開放による活発な

変革期ということができる。以下、各段階の

主要な研究者と研究テーマ、その成果を概観
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してみたい。

1)第一段階萌芽期(1901-1949年)

上述のように、第一段階は辛亥革命・日中

戦争・内戦勃発の時期にあたる。この時期、

中国人による中国食文化研究は着手されたば

かりであり、その研究成果は多くない。張亮

采の『中国風俗史~ (1911)は中国人による

食文化研究の嘱矢と位置づけられる O これは

食文化研究の専門書ではないが、内容の多く

が食文化に割かれ、また食は人類が生存する

ための競争的要素だとされ、食の役割や食文

化が注目される端緒をなした。その後、董文

田「中国食物進化史J(1929)、全漢昇「南

宋杭州における外来食料と食法J(1935)、

黄現藩「食器と食礼に関する研究J(1943) 

など、中国食文化に関する論文が公刊された。

とくに郎撃宥『中国民食史~ (1934) と聞亦

博『中国糧政史~ (1936) はこの時期の代表

的著作であり、中国食文化研究に多くの示唆

を与えた(第 1表参照)0 

一方、この時期日本においては、近代的な

歴史学の手法による中国食文化研究が登場し

た。それは1915年の松井等の論文であり、

彼は古代中国における飲茶の習俗について考

察し、中国茶文化研究の先駆となった。

本格的な研究の開始は1920年代であるが、

すでにその時点で食文化研究が日本の中国史

学界に定着しはじめていた 1)。つづく 1930年

代から40年代の後半にかけては、食物・酒・

香辛料・菓子類などさまざまな分野におい

て、綿密な研究が進展した。その背景として

は、この時期円本における東洋史研究が盛行

を極め、多数の研究成果を挙げたことが指摘

できる O 中国史のほか人類学、社会学の研究



第 1表 20世紀の中国食文化研究の推移(その 1) 
備考口著書 O 論文

第一段階(l901~1948年代〉 第一段階(l 949~ 1979年代〉

中国入学者著書 日本人学者著書 中国入学者著書 1965 I以内芳重 中国の年中行事と O 

||民19国11初張藤亮宝采辰中索国食風読俗史略 口口 1915 松井 等 支俗那と唐に於宋時け代る飲の茶茶道の風 O 1954 王拾遺酒捲-""71<1. 弓面谷 O 食習慣

1956 錫樺楚文物ー二、両干多年前民 O 1965 膏木恵 aa 大隆文化導入の先覚 O

1918 玉吉総 家事実習宝墜第一編飲食議口 1919 桑原隊蔵 支那人の食人肉風習 O 食器 者たち

1921 楊章父孫沓公索職養生 論 口 l目22 ~原隙蔵支那の記録に見えたる O 1957 得1l!l1想 以庖的演変来看中国人民 O 1966 布目湖沼 唐宋時代における喫茶 O

1926 董文田漢膚宋=.{-I:酒価 O イスラム教徒の猪肉食用禁制 生活的改善与科学技術的発達 の普及

1929 董文田 中国食物進化史 01/1924 義!京総蔵 支那人間に於ける食人 O 1957 林乃梁 中国古代的烹調和飲食 01/19日7 小笠原宣秀教燈本「酒茶論」に O

1930 郎尊法密 口 肉の風習 -h人烹調和飲食脅中国古代 ついて

1934 郎掌容中国民食史 口 1924 中村久四郎 日支飲食物の関係 O 生産文化水準和階級生活 1968 篠田統豆腐考 O 

1935 全i奨昇 南宋杭州的外来食料与食法 O 1925 中山久四郎 古代支那の飲食につ O 1958 方正銀頭史話 0111988 篠田統食膳正要について O 

1936 間亦博中国糧政史 口 きて 1959 楊重要鍋;社的始祖 0111968 川口久雄我が図の「酒茶論」と O

1936 揚文松唐代的茶 01/1927 長原隊蔵 支那人の食人肉風習 O 1982 暢家路飲俣譜録 口 教燈出土の「茶酒論J(上)

1939 胡山源古今酒事 口 1932 江上i皮夫 旬奴の飲食に就きて 011963 i馬先銘 JA文献看唐宋以来飲常風 O 1968 吉川!]忠夫 据食論争をめぐって O 

1941 胡山源古今茶事 ロ 1934 大塚令ー 北京料理今昔記 O 向及陶望Z茶具的演変 1969 千 葉 焚 宋 代 の 筒 O 

1942 ，.漢臣汝食飽に就いて 0111934 辻忠治点心考 011963 錫寛 「郷飲酒礼J与「礼」新探 O 1970 古賀登唐代における胡食の O 

1943 糞現玉置 食鑓与食礼之研究 0111934 勝 山 一 郎 喫 茶 新奮の話 011963 曹π字関子唐代有没有蒸留酒的 O t荒行とその影笹

1943 録。略称冗秘史之酒局 0111934 野谷昌俊 台湾における食良後積 O 問題 1970 古賀登唐代における胡食と O 

1944 周 作 人 質 管 口 榔の風習 1964 方揚我国漕当始子館山文化 O その名称について

1944 陳玉麟 台湾の特殊飲食物製造法に O 1935 広木とわ子 満州の年中とそれに O 1976 白化文漫談鼎 0111970 篠 田 統 燕 禽 O 

ついて 因んだ食物 1979 張康霧事明 北*i'下策的T餅点」 0111970 篠田統近世食経考 O 
1946 許同筆 節食古書提 0111938 滝沢俊亮 北京人の噌好 011979 唐 唐代的茶業 0111970 平岡武夫 白居易と寒食・清明 O 
1948 李海雲 用情懐来貯l飲穏的習俗 01/1939 奥野信太郎燕京食諮 011979 i愛純聖書 中国奥東亜的鴨酒文化 口 1970 田中静一 中国食品辞典 ロ
1947 劉銘恕 遼代之頭自由宴与頚魚宴 0111939 盆山竜平 金瓶梅飲食考 O 1971 田中静ー 衣帯水ー中国料理 口

1948 友梅餅的起源 O 1939 中山久四郎 古き代て支那の飲食につ O 伝来史
11948 孝司人漫談中国二'77li曾君 O II~(~ 出篠中田静一続 u 

11939 奥野雷太郎燕京食譜 O H 

1939 村上智行 北京のお葉子 011950 江上波夫旬叙の飲食

1939 井上紅海 広東生活の種々ー珍味と O 1950 篠田統小麦のシナへの伝来
~11 973 栗原圭介 飲つ食い儀て礼に現れた微に O 

悪物食 .t申徳丸の正体・竜袋線と猪仔 1951 篠田続五殺の起源 0111973 太田昌子 中園古代における箸 O 

1942 .::浦運ー満州の民食に就いて 011951 守屋美智1雄 寮 食 考 O 使用の定着について

1942 川原瑞源点心と新春の食品 011952 篠田続中国に於ける併の変遷 O 1974 篠田続中国食物史 口

1942 山田生唐代香料使用の一面 O 1953 篠田絞明代の食生活 0111974 林 巳奈夫長沙馬王堆ー号墓昏rJ 0 

1942 岩村忍 π代i鳶葡酒考 011954 新緑久人 華北に於ける米の民俗 O 事事の食物

1942 田中静一 東北議菜本 口 1954 堀田穣 π代における厳古人の O 1974 西岡弘唐代の寒食・清明 O 

1942 田中静一東北疎菜貯蔵加工技術口 飲物 1975 太田昌子 中国古代における箸の O

1943 田中静一 東北食物野生得物 口 1955 岡崎敬中国古代におけるかま O 定着に関するー考聖書

1944 勝又温子 一般中国人の家庭食に O どにつし、て 1975 綜巳奈夫漢代の飲食 O 

ついて 1958 小総高四郎 モンゴっル人し、のて飲物と O 1976 山田憲太郎 東亜香料史研究 O 
1945 膏木正児飽鈍の歴史 O 名称に 1977 山田憲太郎 香料の道 O 

1947 和田清南支那の食人穏に就い O 1959 篠田統古代シナにおける割烹 O 1977 金田成雄 中閣の飲酒儀礼管見 O 

て

1949 青木正児翠国風味

1951 守屋美都雄寮食考

者によって、中国の社会・風俗の研究は注目

すべき展開を見せていた。 1900年に東亜同文

会によって上海に設立された東亜同文書院か

ら出版された『支那省別全誌~ (1917-20、

全18巻)は、この時期の所産である。このほ

か戦前の中国には数多くの日本人が長期滞在

し、民俗学関係の分野で多数の記録を残して

いる。こうしたいわば「支那通Jによる中国

事情の記録は、当時の中国食文化研究に大き

な影響を与えたと考えられる。

この時期で特筆すべきは、青木正児の研究

である。青木は日本における中国食文化研究

の開拓者であり、当時としては中国食に関す

るかなりの情報通でもあった。青木は単なる

文献学者でなく、中国食に関する史料調査と

分析を基礎に、中国各地を実際にフィールド

1959 石田幹之助「飲膳正要」について O 1977 石井智美 馬乳酒をめぐる記述に O
ロ 1960 川久保僧郎 j宵代における焼酒の O 関する文献的研究

O ~行について 1978 篠田続中国食物史の研究 口

1962 篠田統唐代の茶 0111978 栗原圭介干~.考 O 
1964 篠田統粉食の展開 0111979 際弁美紗子 信式隠の色どりに O 
1985 篠田統食経考追加その他 O 対する中国古代思想の影帆

1985 滝沢俊亮 中国人の飲食ー酒と茶Lこ O 1979 古林森広 宋代の屠殺・食肉業 O 
ついて

ワークして得た情報を利用し、 1944年『学海』

に「愛餅の説」を発表したのを皮切りに、多

数の論文を執筆し、 1949年これらの論文を集

大成して『華国風味』を公刊したのである。

これは中国食文化研究に関する最初の専門書

となり、以後の研究に多大な影響を与えた。

彼の「粉食小史j・「愛餅絵話」などの論考

では、日本と中国の餅文化の差異が比較考察

され、中国の粉食品について歴史的な検討を

加えて、粉食文化研究のパイオニアとなった

のである。

この時期は中国食文化研究の初期段階にあ

たるが、いくつかの新しい研究動向も出現し

た。その一つは研究分野の拡大である。中国

人学者と日本人学者がほぼ同時期に始めた中

国食文化研究は、食物をテーマとする研究が
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第 1表 20世紀の中国食文化研究の推移(その 2)

備考口著書 O 論文

第 ー段階(1980-2000年代)

中国入学者著書 日本入学者著書

1980 ~術談秦人飲食 O 1991 穆永話孔与干|府飲食文イド ~1 1980 村|制 実 三献世立紀J、を探西晋る時代の食通 I張軍事の O 
1980 馬忠民唐代飲常風習 0 11991 孫万国 中国茶有命名的研究

1980 緯偶林 π代詐馬宴新探 O 宗素琴 1980 中村 喬強祭小考 O 

1981 劉径林平受宴 0 11991 王義民 中国烹工z中的力工、糊渉媛、火候的研究 0111982 原明緒人香港人の香港料理 O 
1981 張沢成 i奨唐時代的常葉 011日目l 林語堂 中国人的飲食 0111982 周達生客家文化考ー衣 ・食住 ・山歌を O 
1981 陳祖察 中国茶葉歴史資料選総 口 1992 藍朔侠箸対食俗的影智 O 中心に

1981 庄 晩芳飲茶漫話 口 1992 翁維建 「医食同源J論 0111982 徴浩史広東茶館の飲茶と点心 O 

1981 陳祖察 中国茶菓歴史資料進級 口 1992 任飛田E食間源奥我図的飲食文化 0111982 渡部武漢代の画像に見える庖腐と調理 O 
1982 賞展岳 漢代人的飲食生活 0 11992 錫忠義 成都手書館 0111982 周 逮生 油茶とその周辺ーニ江トン族自治県 O 

1982 孫 機 唐宋時代的手芸具与酒具 011992 絡 玉輿 雌燃「麻畠飯」風俗考源 O の調査から

1982 張篇明 孔府的満漢全席隻具 011992 陳像明 π代肉類消費生産与謝北分異 0111982 周 達生 中国・トン族の「打油常」ー料理では O

1983 賀大泉宋代四川的酒政 0 11992 王玲中国茶文化 口 なく飲み物、 「妹茶」の原初形態残す

1983 王樹卿 }育代宮中謄食 0 11992 銚像鈎 論中国食文化担恨的経済基@ 0111982 周 達生 中国の茶あれこれー茶と離乳 O 

1983 張孟倫漢鎗飲食考 口 1992 豊富栄光 飲食文明論 口 1982 周 達生 中国の茶あれこれー砂時と鋳茶 O 
1983 呉正絡満依食俗与清宮御臓 口 1992 徐建新中国飲食文化 口 1984 栗原圭介 古代中国の纏経主義 O 
1983 陶文台 中国烹経史略 口 1992 熊 四 智 宴 会 服 務 0111984 辻昭一郎中圏雲南の食品、料理.食生活 O 

1983 郎広岡古烹低漫談 ロ 1992 謝貨安 諮諺与孔府飲食文化 0111985 水野正明 宋代における喫常の普及について O 

1983 曾縦野 中国飲鍔史 口 1992 熊四智 中国人的飲食奥秘 0 111 985 石毛直道論集束7~.7の食事文化 ロ
1983 曹隆恭 関於中国小麦的程源問題 0 11992 鍾栄光飲食文明論 口 1985 周達生中国の食文化 口

1983 錫文験中国飲食文化和食品工業発展筒史 ロ 1992 徐建新中国飲食文化 口 1985 田中淡古代中図画像のt1J烹と飲食 O 
1983 楊文験 中国飲食民俗学 口 1992 銚像鈎 中国古代的飲食銭具 0111985 周達生 く食べる>茶とその周辺 O 

1983 洪光住我国魚醤油起源初探 0 11992 際像明 唐宋時期飲食業発展初祭 0111985 石毛直道 塩辛・魚醤油・ナレズシ O 
1983 玉樹卿 i宵代宮中膳食 0 11992 程民生宋代果品筒論 0111985 市野尚子東アジアの豆腐づくり O 

1983 徐后~古育代代皇礼帝忽様用施 0 11993 尚術斌 A人茶、綿、葡萄酒、胡食的伝矯看古代西域与 0111986 今井秀周 中国の竹飯 O 

1983 徐届実 伽l風俗漫談 O 祖国内地的関係 1986 石毛直道食事の文明論 O 

1983 偲樹勤 陸羽常経訳注「常経」洩説 0 11993 銚像鈎 「飲膳正要J与π代.古族飲食文化 0111981 篠田続中国食物史研究 O 

欧陽動 1993 万建中 中国節目食俗的形成、内緬的涜変 0111目81 中村喬節令食品考 O 

1984 圧晩芳 中園茶文化的伝箔 0 1¥993 際愛平 後漢代馬王堆文物看持軍代飲食文化 0111981 田中美佐宋代の喫茶 ・喫湯 O 
1984 史樹背談飲食考古 0 11993 陳偉明 唐宋飲食文化初探 0111981 石毛直道 東南7γ7の魚醤ー魚の醗醇製品 O 

¥984 夏禄論古代的食人之風 0 11993 o勝生 i育代南湖地区茶、畑的種箔与分布 O の研究

¥984 李春裳 ん人宋代酒庖茶坊看商品経済的発展 O 1993 黄金寅 試説我国古代食礼 0111988 布目湖沼喫茶の起源と発展(1)ー漏庖・ O 

1984 禁蓮珍 磁十三測定和古代食総研究 0 1¥993 王学泰翠夏飲食文化 口 酪奴・水厄ー南北朝時代の喫茶ー

仇士費量 ¥993 馬宏像中国飲食文化 口 ¥988 布目潮温喫茶の起源と発展(8) O 

1984 陳 雄中国茶業通史 口 ¥993 的金良 中国的飲食文化及其改革 O ー唐代における喫茶の普及ー

1984 周光武 中国烹妊史筒鋪 口 ¥993 聞恵3子 大湖地区先秦飲食文化初探 0111988 布目潮混喫茶は中国の少数民族起源か? O 
1984 洪光住 中国食品科技史稿(上) ロ 1993 呂ー飛 『斎民要術』記載的今日発・胡飲食 0111988 船木洋子 中国料理における油脂について O 
1985 篇銅北京的茶筒 011993 左才栄 西漢木簡中的食飯ー江殴 0111988 中山時子 中国食文化の体係 O 
1985 梁 実秋雅舎談吃 ロ 鳳嵐山一六七号漢墓「遣策」考縛 1988 中山時子 中国食文化辞典 口

1985 張l峰π }}.. r浮生六記」肴j宵中葉的飲食生活 O l自94 胡志群 先秦主食烹食方法探祈 0111988 青木正児 中華名物考 口

1985 洪光住 飲食文化中的中国検点 ロ 1994 劉Wt土 先秦人的飲食生活 0111989 石毛直道 魚醤の包源と伝矯ー魚の O 
1985 王仁輿中国飲食談古 口 1994 倹良漫話我図的烹妊Ii術 O 醗毒事製品の研究(8)ー

1985 劉文ヨ堅 調E代的種芋画像実物与古代苧略考 O 1994 逢銀銭 史前東夷飲食生活方式 0111989 布目湖沼 喫帝の伝指ーウイゲル"'1""1ト・新緑・ O 
ゆ86 王情行斌諭周代的飲食観 o 11994 那木古鐙 「焼飯J、L化盟.J事事諸 O 日本ー

198日高湾 問寺飽山文ー化兼木録的初歩研究 011994 王{湘飲食与中国文 ロ 1990 小田きく子 中国料理における油胞について O 
紛北方漆縛起源問題 1994 銚 像 鈎 宮 廷 飲 食 口 1990 徳本久子 中国の少数民族における食生活 O 

1986 す王仁輿 満漢全席源涜 口 1994 玉仁湘飲食考古初集 ロ 日野多賀子 の調理学的研究ー満州族

1981 舟試論中図的茶系 0 11995 徐撃芳 中国飲食文化的地主密性及其融合 O についての一考察

1981 佐世中 也談中図的常系 0 11995 祭 釜 中国少数民族飲食文化概論 0111991 高橋正彦 宋詩より見た宋代の茶文化 O 
1981 熊四智 中国伝統烹妊技術十論 011995 王子軍事 中国飲食文化的根本之進 011199¥ 田中美佐宋代の喫茶と帝薬 O 
1981 重量 得試述春秋戦国時期楚人的飲食 0 11995 林水匡 飲徳.食芸宴道ー中園古代飲食智道透析 0111991 尾崎 賓 i育代末期におけるパンの受容度 O 

陳永f草 1995 万建中飲食与中国文化 ロ 1992 花弁四郎黄土に生まれた酒 口

1981 王尚殿 中国食品発皇菜霊皐 ロ 1995 夏 期 中 国 食 療 大 全 0111993 中村喬穫について O 

1981 王仁興烹中?国モ古代名 口 1995 胡徳栄金瓶侮飯食譜 0111993 中村喬宋冗時代の麺食(麺類) O 
1981 林正秋 菜肴特点探討 O 張仁11 1994 松下智喫茶習俗に於ける油茶・摺茶 O 
1988 郎暁雲基諾依飲食文化 0 11995 越栄光鐙栄光食文化論集 ロ ー飲と食の境界

1988 王明得、 中国古代飲食 口 1995 陳紹軍 餓頭及静麺食品起源問題的再認識 0111994 佐伯富歴史上における茶の間銀 O 
1988 夏家官豊 中国人与酒 口 1995 劉忠学 中原国案古B代R茶錨考論 0111994 中村喬宋時代の餅類 O 
1988 荘晩芳 中国茶史激論 ロ 1995 陳紹軍胡 探釈 0111994 小田きく子 中国料理における素材について O 

1989 林乃畿中国飲食文化 ロ 1995 銚偉鈎 宋代開封飲食生活的歴史考聖書 0111995 中村喬 『夢梁録.D u'武林嘗事』に見る O 

1989 印京刷芸置問 中国烹経古籍後述 ロ 1995 陳偉明 唐宋飲食文化発展史 ロ 鱗・養矧ー宋イモ食品J-ト

1989 中国古代飲食文化初探 0 11995 林被旬 美洲農作物与中図的飲食文化 0111995 小田きく子 中国料理における素材について O 
玉泉 劉 9亭 ー魚介惣についてー

1989 劉興林 我国史前先民的食物来源与加工 0 11995 鐙栄光中国食文化研究述析 0111995 中村喬中国の食譜 口
¥989 林乃袋中国飲食文化 ロ ¥995 鍾栄光 開於中国食文化的報告 0111995 渡辺歌子 中国ヨ巨額"点心"に関する研究 O 
1989 銚像鈎 中国飲食文化祭源 ロ 1996 謝定源 論中国歴史上各飲食層的典型代表及文化特徴 011199日中村喬宋代の料理(1) r煮」の属 口
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1990 銚像鈎 中国古代飲食観念探微 0 11996 銚偉鈎 飲食生活的演変与社会転~ 0111998 塩卓悟宋代における肉食の普及状況 O 
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1990 王仁渦 中国古代食具七箸叉研究 011996 管彦波 西南民族飲食的社会層i欠奥飲食観念 0111999 永倉百合子 「弼Jから見る中国人の「食 o
1991 株乃録 中国古代飲食文化 口 1991 張 標 原 餅 01120∞中村喬宋代の料理と食品 口

1991 何満子中国酒文化 口 1991 肖克雲後「斉民要術」看南北朝飲食 O 
1991 銚像鈎 中国古代的茶具 0 11991 陳光新食礼的属性 O 
1991 黄正建 敦短文書与膚五代北方地区 011991 李裕中国小麦起源与遺古中外文化交涜 O 

飲食生活 1997 先洪演 中図的宮廷飲食 口

1991 陳高進 π代大都的飲食生活 011997 張続中国料理の文化史 ロ
1991 関剣平 「蘭肴異蟹肴」ー南北朝食蟹風俗 0 11991 王子録中国飲食文化研究 ロ
1991 張称商邑的常館 0 11991 越栄光 中国古代庶民飲食生活 O 
1991 李常友 中国烹妊調味規律初探 0 11991 王子海 中国飲食文化史研究商議題 O 
199¥ 王子縛 際唐五代烹任史網 口 ¥998 ~書虎漢唐飲食文化史 口
199¥ 禁泉宝江南的茶文化 0 1¥999 銚偉鈎 中国伝統飲食礼俗研究 ロ

1999 徐 海栄 中園飲食史 O 
2000 墜勇 中国古代辛練用料的燈変化、涜布与農業社会発展 O
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主流であったが、それと関連する酒、茶、香

辛料、そして食器、食事儀礼、食事作法など

の研究も着手された。

もう一つの顕著な研究動向は、地域的研究

への深化である D この分野の研究としては、

全漢昇「南宋杭州の外来食料と食法J(1935) 

や大塚令三 (1934)、野谷昌俊 (1934)、広

木とわ子(1935)、井上紅梅(1939) などが

該当する O これらの論考は、各地域における

食文化の具体的な存在様態を通じて、その地

域性を解明しようと試みたものである。

この時期に公刊された中国食文化研究に関

する著書、論文は多くないが、歴史学的な視

点とその方法論の採用が大きな特徴である。

2) 第二段階展開期(1949-1979年)

1949年の中華人民共和国成立によって、中

国大陸は独自の社会主義の道を歩み始める O

しかしながら、 1979年までの30年間、不断に

繰り返されたさまざまな政治運動によって、

中国食文化研究は他の社会科学とともに深刻

な影響を受けて停滞状態に陥り、公表された

著書、論文などの研究成果は少なかった。そ

の理由は、激動する政治状況下では中国人学

者が研究に専念することは不可能であり、ま

た外国の研究成果を摂取することも困難であ

って、学問水準の質的低下をもたらしたから

である。とくに1966年 5月中旬より始まり、

1976年 9月の毛沢東の死去そして10月の「四

人組j 逮捕に至る、約10年間継続した文化大

革命の期間は、中国食文化に関する研究論文

.出版物などは皆無に近い状態となった。

しかし、この時期、日本においては、第一

段階の成果を受けて堅実な研究が継続し、重

要な成果がさらに追加されて展開期に入っ

た。篠田統・田中静一・林己奈夫・栗原圭

介・布目潮楓など中国食文化研究に関わる新

たな研究者の輩出は、斯学への関心を惹起し、

一時期を画することとなったのである O すな

わち、日本における中国食文化研究の黄金時

代の到来ともいえる状況になったD 当時、中

国史研究者が増加していたが、とりわけ中国

食文化についての関心が拡大したのは、それ

以前の研究蓄積が相対的に僅少であり、さら

に重要な要因として、中国国内の研究の停滞

状況が、むしろ日本人学者の関心を惹起した

ことが挙げられる。

中国食文化研究の分野では、田中静ーの活

動が第一段階から目覚ましかった。すでに19

42年に力作『東北疏菜本』等を公刊し、翌年、

『東北食用野生植物』を出版した。田中が精

力を傾注したこれらの研究は、中国食物研究

の出発点となったD

1950年代初めより 1970年代にかけて公表さ

れた研究の典塑としては、着実な実証的研究

である篠田統『中国食物史~ (1974年)が

まず挙げられる O 本書は古く段代から清朝に

いたるまで、膨大な古典文献史料を分析し、

中国の食物・料理の歴史、調理の実態を解明

したものであり、中国食文化研究の一つの規

範を提示したのみならず、中国食物史研究に

おける最初の大著となった。この著書が中国

食物史への関心を呼び起こし、その後の研究

に大きな影響を与えることになる。なお、篠

田にはまた「古代シナにおける割烹J(1955) 

にはじまる一連の論考もあり、後に『中国食

物史の研究~ (1978) として集成、公刊され

て中国食文化研究に金字塔を打ち立てた。

篠田と平行して田中の研究も継続し、『食

経』とよばれる中国の古料理書を中心として

考察を行い、『中国食物事典~ (1970)、そし

て篠田との合作による『中国食経叢書~ (19 

72) を公刊した。

上記以外のこの時期における代表的な研究

成果は、古賀登「唐代における胡食の流行

とその影響J(1970)、林己奈夫「漢代の飲

食J(1975)などもあり、著しい進展をみた。

これらの研究は、日本学者、とりわけ篠田

統、田中静ーらの研究に見られるように、極

めて厳密で地道な書誌、文献学研究が特徴で

あった口
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3) 第三段階発展期(1979-2000年)

1976年のいわゆる「四人組」追放を契機と

して再出発した中国国内の食文化研究は、百

花斉放・百家争鳴の状態が現出した。

80年代は、中国食文化研究にとって、特筆

すべき重要な時期である。中華人民共和国の

成立前後に生まれた研究者たちが、活発な研

究活動を展開し、研究の視点と主題は多様化

し、数多くの優れた成果を世に問うたのであ

るコこの時期、中国食文化の研究は、日本か

らやや遅れながらもいくつかの新しい研究動

向が出現した。

第 1は、中国飲食文化史の研究である O 組、

栄光によると 2)、1961年から65年の聞に黒竜

江商学院が『中国飲僕史』を編纂し、料理学

校などで使用したことがある。内容が未熟な

どの理由で公刊されなかったが、この書物は

中国国内の中国飲食史に関する最初の成果で

あり、その後十数年間の激動期に放置された

と想像されるのである。

80年代に入ってから黒竜江商学院は再び

『中国飲僕史』の編纂を再開し、 83年曾縦野

の主編による『中国飲鎮史』が刊行され、こ

れが中国国内の最初の飲食史に関する専門書

となった。そのあと、陶文台『中華料理の調

理史~ (1983) や挑偉鈎『中国食文化の源を

尋ねて~ (1 989) 、組、栄光『中国飲食史論~ (1 

990) などが出版され、最初の大著、徐海栄

編『中国飲食史~ (1999、全 6巻)へと導か

れていった 3 それは考古学、社会学、自然科

学の視点から、中国食文化の背景とその変遷

を明らかにするもので、飲食史と食文化研究

に関する専門書の公刊はこの段階の最も顕著

な特徴であるョ

第 2は、古代文献『食経』に関する研究で

ある o ~食経』研究の第一人者は日本人学者

の篠田統であり、その研究は中国国内にお

いても多くの関心を惹き、中国食文化に与え

た影響は非常に強く、『食経』研究のさらな

る進展を促したコ郎鹿同『中国料理古典概論』

(1989)、黄金貴「我国の古代食礼についての

仮説J(1993)、挑偉鈎「宮廷の飲食J(1994)、

陳光新「食礼の属性J (I997)などの専門書と

学術論文が公表され、活況を呈した。これら

の研究における主な内容として以下の諸点が

挙げられる O ①『食経』における貴族と庶民

の生活、②『三礼』に記録された周代の宮廷

飲食制度、③『論語・御党』に記された孔子

の食礼、④北貌の『桂浩食経』に見える北方

(河北)地域の日常食の調整・加工・割烹の

事情、⑤三国時代の貌の買思疎『斉民要術』

における北方(山東地域)の醤油、酒造、笑

法・餅法などの調理方法、⑥元の忽思慧『飲

膳王要』に記された元代の宮廷御膳とモンゴ

ル人の食生活、⑦明の山人、高糠『飲僕服

食筆』に収載されている野菜献立などの食養

生法、③清の哀枚『随園食単』に集成されて

いる南方(揚州、|・広東・広州)の献立と調理

法、である。これらによって古料理書といわ

れる『食経』の全体像がほぼ浮かびあがるよ

うになった。こうした研究の特徴は、宮廷貴

族から一般庶民までの、調理・割烹や食の養

生法などの古代中国人の食生活を解明し、中

国食文化の形成・普及・発達過程と当時の社

会状況・政治的背景・経済的要因・交通手段

及び自然環境を不可分のものとして総合的に

とらえるところにあった。

第 3は、茶文化の研究である o 1915年の日

本人学者松井等による論文「支那における

飲茶の風俗と唐宋時代の茶道Jは、 20世紀の

茶文化研究の端緒となった。以後、中国茶文

化に関する学術論文・専門書が多く出版され

たが、この発展期においては、茶文化研究が

中国で盛行を極めた。代表として挙げられる

のは、庄晩芳『飲茶の話~ (1981)や陳橡『中

国茶業通史~ (1984)、王洪軍「唐代の飲茶

風習J (1989) 、王玲『中国茶文化~ (1992) 

などである。著書以外にも多数の論文と短報

が公表され、内容も茶史・茶俗・茶礼・茶具

・茶芸・茶道・茶法・茶歌・茶舞など、あら

E
J
 



ゆる分野に及んだ。『農業考古Jという雑誌

は1995-1996年の聞に連続数回の『中国茶文

化』特集号を出版し、 300以上の茶文化に関

する研究論文を掲載した。さらに、 1990年10

月斯江省での「杭州国際茶文化討論会」、 19

91年 4月福建省での「福安国際茶文化交流

会」、 1991年 8月江西省での「武夷山中華茶

文化学術討論会J、1992年4月雲南省での「思

茅国際茶文化討論会」などの研究会の開催に

よって中国茶文化の形成・発展・伝播の解明

が進み、多くの成果が発表され、茶文化研究

に大きな影響を与えた。

なかでも、注目されるべきは茶館(茶楼・

茶薦、・茶妨・茶居・茶室・茶社・茶園)文化

の研究である。代表的論考としては粛銅「北

京の茶舘J (1985)、禁泉宝『江南の茶文化』

(1991)、劉忠学「中国古代茶館論考J (199 

5)等が挙げられるのこれらの研究の特色は、

各個別地域を対象として茶館文化の形成。発

展の地域的条件を分析し、地理的位置・交通

。人口などを考察することであり、茶館文J!.う

はヰI国茶文化における新しい形式、すなわら

市民茶文化として位置付けられた ο これらの

研究によって茶館文化が中国各地における大

.中都市を主体として形成されていることが

明らかにされた〉また茶館はお茶を賞味する

だけではなく、庶民の情報交換所、商人の交

易所、民間芸人の活躍する場所、高齢者の交

友の場所として機能し、地域的・社会的な結

節点として作用していることが解明された。

第 4は、食文化史における階層構造の研究

である。この研究については越栄光「中国飲

食史上における階層構造についてJ(1990)、

謝定源「中国歴史上における各飲食階層の典

型とその文化的特徴J (1996) などがある O

趨栄光は中国飲食文化史における階層構造に

ついて満腹・小康・富家・貴族・宮廷の 5階

層に分類し、その関係を分析した。結果とし

ては、①満腹階層の存在はほかの階層に対し

て不可欠なものである、②階層が高ければ高

いほど食味者数が少なくなる、③階層の高低

が食文化水準の高低を決定する、④階層間に

は相互に階層意識がある、⑤各階層聞は相互

に影響を与えるけれども、高階層の影響は低

階層のものより大きいなどの点が指摘され、

さらに政治、経済そして社会的背景がこのピ

ラミッド型中国食文化階層構造の創出におけ

る最も基本的要因であると結論づけられたっ

第 5は中国食文化の研究動向に関する研究

であるコこの研究は新しいスタイルとして注

目されており、近年の業績として超栄光「中

国食文化研究概論J (1995) や超栄光・謝定

源『飲食文化概論~ (2000)等が挙げられる d

一方、この時期の日本においては、歴史学

的視点から中国食文化の形成@発展過程を深

く考察すると同時に、民俗学。民族学・文化

人類学などの視点から、中国食文化を東アジ

ア食文化全体の中で位置づけ、そして世界の

食文化の中で中国がどのような特性を有する

のかというテーマが追求され、中国食文化研

究に新鮮な刺激を与えた。周達生「く食べる

〉茶とその周辺J(1985) や布目潮楓「喫茶

の起源と発展J (1988)、中山時子「中国食

文化の体系J (1988)、石毛直道「魚醤の起

源と伝播J(1989) などはこの時期の主要な

研究である。

20世紀を締めくくる研究は中村喬『宋代の

料理と食品~ (2000) であり、この著書は宋

代を中心とする当時の食文化解明に重要な貢

献をなした。

この時期、各分野の研究がさまざまな形で

集大成されたが、その中で異彩を放つのが石

毛直道編『論集・東アジアの食事文化~ (19 

85) である。この論集は巨大な文明圏一東ア

ジアーにおける食文化の共通性と独自性を提

示し、学界に新局面を開いた。

4) 中国食文化研究の特色とテーマ

以上のように中国食文化研究は、研究者あ

るいは研究視角により多様な展開をたどって

きたが、その主要な特色とテーマに関しては、

po 



次の二点が考えられる 3

a) 多面的アプローチ

かつての食文化の研究方法の多くは前述の

ように『食経』などの古文献や文学書の解読

・分析、地域ごとの民俗誌記事からのアプロ

ーチであったが、近年考古学・文化人類学か

らのアプローチも急速に増加している。考古

学的アプローチでは、林巳奈夫「漢代の飲食」

(1975)、田中淡「古代中国画像割烹と飲

食J (1985)、陳愛平「漢代馬王堆文物から

見る漢代飲食文化J (1993)、左才栄「前漢

の木簡における食の記録J (1993) などが挙

げられる。中国食文化史の分野で考古学的資

料を利用しての本格的な研究を提起したの

は、林であり、また田中は中国食文化に関す

る古代画像資料を駆使して、東アジアの食文

化史を研究した最初の研究者として位置づけ

られる 3) さらに陳愛平と左才栄は出士遺物

に民俗資料を加えて分析し、当時の食生活の

実態・地域の特徴ある食文化を把握しようと

試みている O

文化人類学のアプローチでは、中根千枝を

はじめとして、多くの注目すべき論考が存在

する O 中根は「チベット問題の社会的背景」

(1997) 4) ・「チベットの社会構造を探るJ (1 

997) 5)などの論文で、チベット人の生業とす

る牧畜と獣肉・乳酪製品および食習慣を考察

し、その独自の食文化形成が海抜3000'"'-'4000

m の高地という地理的要因に基づくことを指

摘するコ

食文化は多彩な学問諸分野と深く関連して

いるコ前述したように考古学・民俗学・文化

人類学のほか、文学・経済学・農学・社会学

.栄養学などのさまざまなアプローチから、

中国食文化の形成の要因とその発展・伝播の

過程を解明することが、今後の中国食文化研

究の進展にとって要請されているといえる O

b) 時代区分論争

中国食文化研究のもう一つの特色は、中国

で「中国飲食文化の時代区分問題」とよぶ論

争である O それは1980年代後半に本格化し、

焦点は中国食文化史をどう時代区分するかに

あった。論争の概要は王子輝「中国飲食文化

史研究における 2つの論議J (1997) でうか

がわれるが、それによると、①曽縦野の 4期

説:原始社会と奴隷社会→夏商西周春秋戦国

.封建社会前期→秦両漢貌南北朝・封建社会

中期→惰唐五代宋元・封建社会後期→明清、

②陶文台の 4期説:萌芽時期→旧石器時代・

形成時期→新石器時代・発展時期→夏商周・

繁栄時期→秦漢から現在、③徐卒芳の 5段階

説:起点時期→火の使用・野蛮から文明への

時期→飲食文化の出現・発展時期→商周から

惰唐までの転変時期→宋元・熟成時期→明

清、④熊四智の 4段階説:加熱による調理の

時期→陶器による調理の時期→青銅器による

調理の時期→鉄器による調理の時期、⑤趨栄

光の 7段階説:史前期→三代期→両漢期→三

国両晋南北朝期→惰唐五代期→宋遼金元期→

明清期、⑥陳光新の 6期説:史前時期→夏商

周時期→春秋戦国時期→秦漢貌晋南北朝時期

→惰唐五代宋金元時期→明清時期、⑦林乃楽

の4大高峰説:第一高峰;夏商周→第二高峰

;戦国から南北朝まで→第三高峰;惰唐から

明清→第四高峰;中華人民共和国成立以後、

⑧張光直の 5段階説:火の発明と使用→中国

における農業の興起→粉食の輸入→北米農産

物の輸入→米国式スナックの進出と流行な

ど、およそ 8種の説が紹介されている。

上記の①・⑤・⑥と⑦は中国の歴史時代区

分を根拠とし、各時代における食文化の変遷

・発展を強調した説であり、②・③・④は飲

食・調理の萌芽・開始・形成・発展という指

標によって、各時期における調理技術水準を

積極的に評価したのである O また⑧は中国食

文化史を世界的潮流に位置づけて、その展開

をたどったのである D この論争の最大の争点

は、中国史の展開を基準にするか、あるいは

生産力および調理技術水準を基準にするかと

いう点にあった。

円
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以上、 20世紀における中国食文化研究の展

開を概観してきたが、本稿では鮫子を事例と

してその起源と変遷について検討してみた

し、。

3. 食文化研究としての鮫子

上述の中国食文化研究の中でも、鮫子に関

する言及は極めて少ない。本章では、従来等

閑視されてきた鮫子に焦点を当てて、その中

国食文化に占める位置を考察したい。その前

にまず鮫子という食物の定義を確定しておく

必要がある。

清初の『養小録』巻上の「水明角児Jに「薄

皮を作り、簡を包み、寵蒸すJと見えている。

また『中国古代名物大典』には鮫子は「水と

麺とを和わせて洩ね、皮をのばし、そこに館

を包み、三角形の形となる」とあり、鮫子の

調理法、形状を解説しているぺ現代におい

ても、青木正児は鮫子の特徴として「鮫子は

水煮したもの、もしくは油で揚げたものを其

のまま食べるか、もしくは酢醤油の類を付け

て食べるので、汁には浮かさないのである」

ことを挙げヘさらに鮫子の基本的性格は「薄

皮に肉館を包んだ餅である」ことにあるとし

たへ水煮するにせよ、油で揚げるにせよ、

鮫子の基本は薄皮で簡を包むことにあるとい

える。

しかし、その「薄皮Jは小麦、粉、あるいは

でんぷんを使い、発酵させないという特徴に

ついての言及はない。また、肉簡のかわりに

魚介類を用いたもの、野菜を用いたものなど、

青木の指摘している「基本的性格j を超える

第 2表 中国の古文献における敏子

文献名 編著者名 時代 地域 鮫子名称 文献内容

広雅疏鐙 援者、張指 二国 河北 銀純 銀純、餅也、顔之推日、今之銀純、形声日侮月 、

疏設者、支念孫 民国57年 天下通食也。

百腸雑土旦 段成式 唐 山東 牢丸 湯中牢丸、健中牢丸

東京事F筆録 孟π老 宋 河南開封 角児 水晶角児、生海水木瓜、薬木瓜

夢梁録 呉自牧 宋 杭州 角子 凡御宴至第ー童方進下酒餓鼓、双下舵峨角子

居家必用事類全集 不明 7c 蒙古 角児 tel峰角児、 健角児

古今食物考 王ニ璃 明 餅 「雑記J日 :凡以麺為食具者調之餅。故火焼

而食考呼焼餅、水漁食者呼為湯餅。

金瓶梅詞話ー第十六回 不明 明 山東 扇食 李瓶児親自洗手易リ甲、倣了些葱花羊肉一寸的

璃食児、銀銭鐘児盛着南酒 ・・・陪西門慶喫。

酌中志、 JiJ若煙 明 燕(北京) 扇食、水点心 五更起、飲淑柏酒、吃水点心、即扇食也。

消平山堂話本快嚇李翠" f共梗 明 漸江 面食 焼賞、酒食有何難、 一湯両響IJ我也会。

歴下志遊 孫書官 す脅 燕(北京) 角児 冗 E用麺作角子、斉俗用現時館者多、省垣謂之

水包子 水包子、市長章 費者調之直食、亦所謂之水

水停停 解鉾

帝京歳時紀勝 栄陛 t脅 北京 角児 以斉細肉銘包角児奉献。諺所謂冬至銀純夏至

麺之貴意位。

燕京歳時記 富察敦崇) 1育 燕(北京) 角、惇停 毎居初一無論貧富貴践、皆以白麺作角

而食之、調之惇停。

正字通 奉文英 滑 北京 鮫 鮫、今俗鮫館、屑米麺和飴為之、車t質潟大小

不一、 水鮫餌、 HPJ変成式食品、湯中牢丸、或

調之粉角。

随園食Jt 家枚 滑 広東 順不稜 真買不稜即肉鮫也

組園食草 意枚 t脊 楊州 鮫 ー普制点心、凡鰻頭、様、鮫類、小巧可愛

、潔白如雪。

桐橋イ奇樟条 顧禄 滑 蘇州 水鮫子、 1由鮫 点心員リ有、八宝飯、水鮫子、 焼売、鰻頭、

包子・・・韮合、春巻、油鮫等、不可勝記。

郷味雑時永 施鴻保 f脅 杭州 自聖面鮫、水鮫 銀純、羊肉鰻頭、蟹鰻、松毛包子、型壁面鮫

水鮫

郷言解圏 李光庭 滑 南にある農村 煮停僻 夏令去、秋季過、年節又要奉婆婆、快包煮:

鮮解。皮児肩車、館児多、婆婆吃了笑同町

婦婦費張羅。
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写真 1 アスターナ古墳群から出 写真2 アスターナ古墳群から出 写真3 醇国故城から出土した鮫

土した鮫子のミイラ 土した鮫子とワンタン 子

(吐魯番博物館パンフレツトによ (~新彊出土文物』新彊人民出版 (山東省済寧博物館提供)

る) 社 (1979)による)

実態もある。ある意味では、田中静ーの述べ

る「中身も噌好に応じ家計に応じ宗教などに

応じ(仏家の素鮫子・回教の羊肉鮫子)自由に

変えられること Jが、鮫子に共通する要素の

表現として適当であろう ヘ

1)考古遺物にみる鮫子

a)新彊吐魯番地区発見の鮫子

中国西北に位置する新華ウイグル自治区は

古くから幾多の民族の興亡と衰退の歴史を繰

り返し、東西交流史上重要な役割を果たして

きた地域である。 1958年この地域にあるオア

シス都市として知られる吐魯番(トルファン)

地区で、一基の唐代の貴族古墳が発見された

10)。この古墳は約1400年前に造成されたもの

であるが、年間降雨量が12.6mm、地下水位が

20m以下という乾燥度の高い好条件に恵主れ

たため、墓内に多量の副葬品が残存し、その

中に数点の小麦粉加工食品が、製造された時

代ほぼそのままの状態で発見された。すなわ

ち、それらは現在の鮫子の原型にあたる食品

といえる。

吐魯番博物館に展示されている鮫子らしい

小麦粉加工食品については、「トルファン

アスターナ古墳より出土、 4片、長さ約4.7c

m、幅約2.4cm、小麦粉製品、薄黄色、形は現

在の鮫子と同じJという説明が付されている

(写真 1)。またウルムチ博物館のアスターナ

出土文物展示室に展示されている鮫子(写真

2) の特徴も現在の鮫子に酷似していること

から、小麦粉加工食品が唐代にすでに完成し

ていることを示しているといえよう。

b)醇国故城出土の鮫子

醇国(さいこく)故城は山東半島の済寧地区

に属する藤県南部に位置し、周代から漢代を

経て南北朝時代まで約1000年の歴史を有する

古城遺跡である。

n
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1978年この古城遺跡の 2号墓地 1号墓(春

秋初中期)から出土した銅箪の中に、三角形

をした水鮫子もしくは館館に似た食物が入っ

ていた(写真 3)。この水鮫子らしい食物は

長さが 5"""6 cm、幅3.5"""4 cmで、ある O 現物

は消失したが、当時発掘作業に参加した考古

学者の宮桁興と出士遺物・資料の整理を手掛

けた考古学者の解華英の執筆した論文l刊こよ

ると、出土時にはすでに炭化しており、この

鮫子らしい食物の表面が白い粉に覆われ、告白

状のものが内包されていたという O この白い

粉が小麦粉で、あるかは不明であるが、西周晩

期から始まった中原(黄河中流・下流の地域)

における小麦栽培や、黄河流域から発見され

た春秋時代の石磨棒・石磨盤・杵臼などの製

粉道具の登場が中原人の食生活に大きな影響

を与え、麦の「粒食」から「粉食j への変革

の決定的な要因となった 12)ロこうした背景か

ら考えて、この三角形の水鮫子らしい食物は

小麦粉製品であったことが十分に推測しうる

のである。

2) 古文献にみる鮫子

考古遺物から鮫子の起源をさぐると、前節

のような事例が注目されるが、ここでは文献

面から鮫子の歴史に迫ってみたい。

鮫子の誕生はかなり古いと考えられるが、

鮫子らしい食物が史料に登場するのは、三国

時代に貌の張揮が編集した『広雅』の中の「飽

鈍」である(第 2表)。中国食物研究者の洪光

住によると、「録音むJが文献における最古の鮫

子の記録だと推定されるのである川。

a)飽鈍

清の王念、孫が編集した『広雅疏詮』巻八に

は、『広雅』の侠文「鰻純、餅也」という一

文に、唐の段公路の『北戸録』巻二食目の

「鰻鈍餅」の注「顔之推云う、今の銀鈍、形

は僅月の如し、天下の通食なり」を引用し、

当時の「鰻鈍」の形状が説明しである。

この「飽鈍」の内容について、中国文学史

研究者の青木正児は、『華国風味』の中で「飽
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鈍の歴史」について、以下のような注目すべ

き記述をしている。

「顔之推は初め南朝の梁に仕へ北朝に入っ

て惰初まで生存した学者である。これによ

ると当時の鎧鈍は半月形のものであったこ

とが窺われ、決して混沌たるものでなかっ

たことが分かる O 銀鈍は後世の製法による

と銘入りの湯餅であるから、これをもって

類推すれば、これに懐月形と謂う所のもの

は、蓋し円形の平たい餅の中に館を入れて

二つに折り合わせた形であろうと思われ

るO 現在行われている「鮫子Jというもの

が恰度この様式になっている oJ川

青木は「鎧鈍Jが当時すでに実在し、それ

が館入りの湯餅であるとした。その上に半月

形の「鰻鈍」が現在の「鮫子Jの類似品であ

ると推定したのである。つまり、「鰻鈍」は

「鮫子」の原初形態であったと考えられる O

明代になると、「鰻鈍」の内容は大きく変

わった弓清代の『正字通』には、「今の鰻鈍

はすなわち鮫餌の別名 O 俗に米麺を砕いて末

となして空中に館を包み、弾丸の形の如くに

し、大小おなじからず。龍蒸して之を町長う云

云」と定義されるのである。

b) 牢丸

「牢丸」の初出は、晋の東哲の『餅賦』と

される口宋の欧陽修が著した『帰田録』巻二

に「晋の東哲の『餅賦』に鰻頭・薄持・起洩

・牢丸の号有り o Jと記録されているのであ

る。しかし、この「牢丸Jの実態については

諸説がある O 唐の段成式の『酉陽雑姐』食品

部に「湯上牢丸・龍中牢丸Jとあり、また宋

人は「牢丸」を「牢九」と記し、「包子」と

もいう。陸慌の『輿村人衆飲』中の「蟹供牢

九美、魚煮捨残香」に対する自注に「聞人の

懸徳いう、餅賦なかに謂う所の牢九は、今の

包子なり」とある O さらに清人は「牢丸」を

「湯圏」・「水鮫餌」と呼んでいた。清の食

王隻の『突巳存稿・牢丸』では、「牢丸とい

う物、必ず湯圏是り。宋以来多く牢九とす。」



とあり、『王字通』には「水鮫餌即ち段成式

食品の湯中牢丸、或は之を粉角と謂う。」が

あるコ青木正児は「湯中牢丸」を「柑褒」と

推定しているが、その根拠について『愛餅鈴

話』では「清代中期の『楊州董航録』巻ーや

赫蕗行の『詮俗文』巻ーには「梢褒」と書い

ている。製法とか形状という、「餅賦」に謂

う所の牢丸にそっくりあてはまる・・『正

字通』は水鮫餌を以って湯中牢丸に擬してい

るが、私は柏、変を以って龍中牢丸に擬する」

と述べている lヘ中国東北部の黒龍江地区で

は「湯上牢丸Jで、水鮫子、「籍中牢丸」で「安

麺鮫」を指し、『黒龍江賓県県誌』では「唐

人之を牢丸と謂ひ、湯中牢丸有り、既ち今の

水鮫子、蒸寵牢丸あり、既ち今の安麺鮫なり」

16)と記されている O

以上のように「牢丸Jについては包子説・

湯圃説・水鮫餌説・柏、褒説・湊麺鮫説などの

諸説があるが、 7k鮫説と安麺鮫説が有力な説

だと考えられる。

c) 角と鮫

鮫子を表現する文字の主なものは「角」と

「鮫Jである。中村喬『宋代の料理と食品』

の「第二章粉麺食品Jでは、「角児(鮫子)J 

の項目が設けられているコそれによれば、「角

児は後世の鮫餌、すなわち今日の鮫子で、そ

の名が見られるのは宋代である J17)とされて

いるョ中村はこの項目で宋代の「諸色角児」

・「水晶角児J、元代の「健録角児Jについ

て言及すると同時に、明代の『竹l興山房雑部』

麺食制に見られる「献皮角児」・「蜜透角児」

が焼鮫子に、「湯角」が水鮫子に該当すると

している O

ところで「角J という文字に関しては、白

川静『字通』では、「象形、獣角の形」と説

明している。字体について、「角と刀魚と相

似たり Jとし、字義については「つの・かど

・すみ・さき・ななめ」とみる。『新字源』

では、「牛のかたいつのの形にかたどり、〔つ

の〕、ひいて〔かど〕の意を表す司」と説明

されている。このように「角」は物のとがっ

たところを表すのである角児」はおそら

くこの「角」から派生したのであろう q 円形

の平いた餅の中に館を入れて二つに折り合わ

せ、両方に角のある「角児j は形状が類似し

ているところから名付けたと思われる O

「鮫Jの古文献における初見は清の『正字

通』である、と田中静ーは指摘した。『正字

通』には「鮫、今、俗に鮫餌、米麺を屑いて

飴と為し、乾湿大小ーならず、水鮫餌は即ち

段成式が食品の湯中牢丸、或は之を粉鮫と謂

うO 北人、角を読んで矯の如くす、因て鮫餌

と呼ぶ口潟って鮫児と為す。」と記されてい

る口「角」と「鮫Jは中国語の読みが同じで

あるため、清に定着した「鮫」の呼び名は宋

の「角」の延長に相当すると考えられる。

上記の文字関係を整理すると、館館=牢丸

=角=鮫となる O これは古代中国の鮫子文化

の展開・継承をその文字面から実証できるこ

とになる O 第 2表で示すように、明代に入る

と、鮫子という食品は多様な呼び名で文献及

び文学作品に頻繁に登場し、鮫子文化が急速

に普及したことを窺うことができる。

4. おわりに

「鮫子を考え出したことは、世界の飲食文

化に対する中国人の大きな功績である。」と

洗光住は言うは)。中国の自然状況、独特な社

会背景の下で誕生・展開・普及・変遷した鮫

子文化は、中国食文化の構造及び地域的分布

に大きな影響を与えているコ本稿で言及され

ていない鮫子文化の地域性については南北の

差異があり、それによって食事構造と生活様

式も異なることが推測される。今後、未見の

史料調査と分析、フィールド調査などを通じ

て、鮫子文化の地域的差異・鮫子文化の伝播

ノレートの解明を課題として検討していきた

。
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